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　　　　　　　　　　　緒　言　噛『　’　継漿1贈こる力撚し小さ”榊襯人輪剛～：

　　一。’般に微小粉末の物理化掌的1蟹謝はその粒子・の嚢き・一　／t　靖こでこの様な脇斧の漁照↓㌃と時聞との閣際ホご淑めて

　さ，形状唖び粒度分論ヨ等による影郷が訂β常に大きく，従　　　みると，一一i般に第4図（1）の」；うな澁降曲線力℃得ら牙1るn

　っ七これらのものを潰腱することは腿τ共の砺爽際．ピ　　　本研究では，糊凱r藻準囎列」ゐ1馴iこ乏惣i薄へする鵜

樋て融ン瑚題で泌ので，［lf・1：接知澗肋即P測・とはり，灘制1線の期酌な　画断齢脇Oi：・ll－’硝龍

　定方法が研写置されて、・る。（1）　　　　　　　　　　　　　　　な～メ≦験繍騨きにレニ）、べこの検洞准ヂfつゾ；：。

　　粒子分析についで剛腔矧唐；多く沈降分析法が用N’ら’　　、　，　　基準配列
　れL七いるようであるが，ヒ矛し1霊試倒1を分散さ・ぜジそめ沈

1陶構を求めて分徽筋もので，との際麟鰍の解　i堀にのべ燃に不胸一分1縣勧燃1レご鰍D螂と

撚樋て：轍な齪駿もつもので騒Q　　　　モの物或る髄の：熔さなも・つタ融樫も囎肋1薦
　　、鵬大小不均一rな醐彰粒子磯人している分散融　浮雛近かつた粒子瞭1二’t・に醐し終え一燃力も：1灘、・と

　　（亘祝的1こみで）一様にまぜ合せた後，静躍する場含，　　ころにあつた粒子は容易に沈澱しないで潔溝している鵜

都脚決々倣きさ縦つて異つ燃さで麟雛じ　とになる・

め澗もなく（近似的に）捷の終澱噌聰し顕．航の撫撒納酪糧を惣の糖が鞠耀ll
　の後はその粒子圓膚の終速度窺で沈略をつづけるもの　　「・内に沈降し得る距離に等Lバ・轡器の底から順に駐ii【！列

　とみられる。そして沈降速度viの大きさはREyvcfoLDs　　したものと考え，これを央々の粒子の「趨ll細列」と欝

　数¢）充分にノ」ぐさい範囲でにSTOK蛤の法則を用いて次の　　ぞ励ることにする。

式で飾すことが牒る。（・～　　：，　　　恥・鋤図において薩柊酬・】が糊納の課一”1　t

　　　・ド争・2（茅・）・一…・・…（t）　　　　鹸欝籠翻よ持豪謹聾篠酉膨鵡灘享憶

1　但し　η：分散媒の粘性係数（poise）　　　　’　　　　　τo時聞の間に栃の距雛だけ沈撮する隊に繭｛i列され甑も

　　　　　ρ：分散媒の密度（gr／orr・6）　　　　　　　　　・　のとする。

　　　　　γ：分散粒子の半径（e鵬）　　　　．，　　．　噸　　　　　　　　　　　　　　第1図

　　　　　・・分散粒子・膿（・r／crn3）　　　　　　鰯，維齢）、
　　　　　9：粒子の単位質蚤に働らく力の大さ’さ頓yne）

　　鋤’らもわかるよ弛解獣き叡鞭りのプくE　　　　　　　　　〆

濃議雛雛総襲鯉驚1難層，ド…矯一宝一Bt

のこと姻胤て大小胸扁の脳系の巾か臓る髄　／／（周旭　C．．．一’．O－’．っN－r．．．＿♂

1の火謎の解を分別することも出maる㈹訳である・　　　んム　　CO
　　しかしながら此の際，最初に容器の底部に近1いところ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lc
　にあつた粒子は，たとえ奨の粒子が小さいものであつた

臣しても比灘短・嚇間内㈱・終る・とになるの　、・　　　　　　ン
…でドー般に轄間内の沈澱・i・には，比灘大きい粒子の　　　　　rc　　　　　Z・
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従つで｝eのように容暑納で凡ての珂野を「基準配　　　となり・’この関係は任意のr灘準配列」にあ猟㌃鵬

列」の位1醗に並べて後，τ。時間放概すれぱ，央々の粒子　　・ついても同様に，時闇τ。内に，

が欝慧驚鍮不棚系醐1，。．。．一’鱗諜響・一繋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

様に齢し鞭し醐合の1殆澱について叛る。1騨　カミ成立つ。

吐めに・騰は購翫て底面に蝋でk・・b，従つて　bl－L，で瞬脳隅だi激凱たとき呪訪1乏につ、、

騰嚥酢平行響面での切・1購等い・願馳も　傭焼・・鵠るが荊徽撮タゆドにitr。　t・棚！（，zは

ち，又緬に難繭での珈【づ畷に彫で泌ゆ　f蝋の撒・，数）放附ると灘瞬｛’醐の融貼／，、

とする・　　　　　　　　　よ　も上方偽観・禰螂繍嚇るが，J・，，／，，，　，】；．b　it，

．カJ蟹鵬一闘fされ熔駄つ・・て・陥1睡’ド加r灘醐」雛・幣d。蜘凱るb今ま
面次断面をとつてみるに，第1図において分散系の濃さ　　でと！“」様に考えて，

晒幅）とすると，幽・・醐」・・胴’．臓　k・“？1・・’・・、と嫡よう蝦、、月楓．1．．．．．。’、」，V：：A

l欝瓠獣1鷺鷺欝；撫麓雛欝鷺底識聾4㌃蔦課鼎轡

ぼ瀦1解諺罵1瓢馨驚詮識　ご熱1騰騰｛紘ll瓠，。，聯、

轄瀦欝譲脇急轟鉱1認～簾鎌獄　閥剛細・1謎鵬・ざが出來竃∴°凧1臨

つてこない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧般の沈降曲線

　　　　　　　　　　第2図　　　　　　　　　　　　　　　今・第3図のように穿ニド器に灘準配列が1～1からhl＋△海
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この場合「沈澱した轍子」と「沈澱しな、・磯靴　の㈱について次の鵬力：Uk立つ。

の飴携焔と・itれはB－B’の上下の頒系の体　EP・’lb乳四鱗澱鍋瀞一．梯脚8ρP
積の比に等しく，奥にそれはB－B・の上下の囎の厚　　　t　rAJ？こ澱し濠磯ギ…．翻幽B’PP’”

さに比例することがわかる。EPち　　　　　　　　　　　　従つて［二ll　ABB’躍弱4｝4’×△hの代りにAhを以

．∫τ・拠醐頃》・轍丑需17叫噸’塑　　つて「灘醐」Y・：h・か脇の隙晦る1好の．詮壁
　　（納に瀾する『ろ欝）1こ二！冊π　　 勤すことにす2・UL」・：，塒間後峨灘測、1ま，
　　　　　　　　一互゜癖一一一・一（・）　　（敦》年痴）ノ・で潮れる・

次に鵡2図につN・・てz砺・班，諮と魏硝　　　　’第3図
を央々P1，　Pfiとすると，上の式の看辺は，　　　　　　　　　　　　幽’・》　　　　’　　　　　　71’ee

　　H。一乃』2碇一忽鷺2翌　　・　　　1β丁∵凝5恥’
　　　hb　　BZ－「筋一pi’B　・．　　　　　　　h・z，　f“i4｛　bSu．　He
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　　專識掌謡籍遮需一一　　　　1締器で、二乱）・揮、．矧灘）

　　　　　　　　　　　　　　1Siilttまでの問め粒子な含む分散系を入れ，その漁iさを

L－一一一一爽一　Noとすると，これを職に灘駿《麟，・・淵醗げ
　　　　　　ノ8’ C／　1　放蹴たと勘灘蟄燦恥磯焔。
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　　　　　　　　　　　　　れている（蒼粒子の濃度が均一である）ものとすると，
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以上のようにして却割話1盾の沈澱量を求めることは蔵　　　　　　　　　　　　　第4図

鰭幽蕊蟹欝1難璽lll
∬。画鳩、卿何に，Vi］］らず齢するから，　r’藍糾ミ風、　N

　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

の方獄が（z蹄1・一軸・zz’御一軸として）　　，、
　　・－t1’　iTo’…………・・一（3）　　　　　　　　量

であることを考蹴して，次の様に沈澱量1疑を〉父めること

が出来る・　　　　　　　　　　　　D｛　　　　春職隈…今

D櫓・・き・瀾圃・，　　　、　・

　　加，；がA・’B－tと交わる勲Rとし　　　　a；

　　　　　　　　　’　　　　
di

　　暴準酉E列がz’Rより：大さ・い粒子の全量；M2’　　（

　　基準酉E列がZ’頁より小さい粒子の全燈：A｛t’B”

　　w幽＋ム限牛

一∫で～鳶一綴　 匁＿1．k，＿が均＿謀港
　　n・・“，，一ム姻4♂一励1・イ饗・＋遂跣）……（5）需譲萱恐。誇雛駿偽鷹三鰹論：論

di）畷｝嚇　　　　簾欝謬激とし撫次嫁嗣画
　　一・lfs＝＝△11＝hl－ha・・・・・・・・・・・…　…・・・…　9・－9（6｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h2

騒鰐灘藷乞鷺　D。の関醐2D曝献乃’・（馳“°”””吻

に，第4図の（1）のようになる。鄙ち・上i述の　　　　　　∬）　M皿＝乃fガ＋ルT皿”……………………il　8）

　1）の場合で鳳」M。・tでOPに相当する直線，　　　　　　　　　　　　　It、

∬）醐合でぽ勘・相当す融絹1部分・　　　Mg・一曜∫亜・伽・
　皿）　の場合ではρ飛の様なM　su　constの直線とな　　　　　　　、　　　　　t

　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ・

無瀾鍛化嚇間闘す。齢を靴，　　Wr鳶∫怖・伽・

　　噌∫転・　　，　　　　欄τ守内に醗す棚甦に誓細’ので式（1）から・
、な，，第姻。（∬、。様にな、，。のα。ρ。下の　1’2　：÷（i・一・7、薪融（K：co…t）

面積が全沈澱量を表わすことになる。　　　　　　　　　　となり　ゐをγと関係づけることが出来る。
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　　　　　　　　　　…起験　　　　　が広い樋9Rの部鰍耀と楓’な、’）肋囎の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点jP，9に対応するtの傭なヲミ々tv，　tt9とすると，’これ

　以上の結隈と比較｛塗討する回的で・次鯛1験を行つ　　らぽ夫々最初’t：液醐にあつた粒子巾の蝦大粒子，最小粒

た゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子の沈降し終るに要する時間を喪わしオp＝Uofha，　tQ　i

o試料：分散させる粒子は轍・酸の液面とアルミニウ　π。砺である。

痛1との間にD・C・8007・雛えて火花放盤せ・ご作つ　O岡…試｛鞭胤・た一定1饗1勲〃撒系の澱鵬液槽

kアルミナ糎子を充分水溌1！て酸を除L・たものを漣胴し　　の潔さ薪⊃にょり異り，深さ遅｛，，堕びn「loについてみる

た。粒初徽猷3，547卵皿3でこの値圃好の：ノく・∫・　と，夫々第5図のOPρR及びOPP’9’Rの様になり

（りに拘らず誤輩のil’iG囲内で一一致したflと記1が得られた。　　Oi’t＝：no1），耐躍π如，ρ’剖剛g3副1ちoe’副0ρが

又粒乎の形状は解顕撫1によ襯野の・肋凡）’：　vv・1は殆　成立つ。

ん謙難霜繍葎繰撫槽内に沈　　　第咽
灘宴霧驚二黎濡「畠膿髭1；脇諮　／

°繰鋼藪鵬6図1こ滑・Lπと融燗　M
一誰ヒ料な用い鉢液贈三7Ei　6　nin，　II｝L伽剛：胎・液の　　第

セ継口：13・5°c～44・5°c　　　　　　　　　　　　撒
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51．9！　50．9　　0　異つた試料につL、て，平均濃度及び深さ丑oを等し

67．91　654　　　くした暢合のトMllll線ではOPの部分6つ擾、・ほど試

　　ト83・2［　80・9　　料巾の最大粒子の大ぎさカ§小さいことを葱1来し，父毎｝

111・7－10・2　の部分帳いこと鳳，翻紳に舗≡れる鰍粒子撮小

lig：隷1野との大勘塾職し”こと鋤すも嚇

搬lll：19　3i粒子囎・・1揃狐囎・嫡あ・蹄
182．9…191．7　P9の部磐なく）e・1・1）OPR”の勲折榔なる・要す

189，4i　199，4　　るに曲線pgの少L・こと嫁沈澱内の粒子¢）大き・さがあま

　　ト195・7i　2e5・　6　　り広い範囲に颪つて’L・’なL・とL・うことが出来る。

200・7i　211・0　以上を飴す祉オー躍嚇ゆ様子から，灘内の
208・5，　2ig・4　　粒乎の粒度分布を推窟することが繊来る。（粒子分析の

214．6、225・3　　細部については，次の磯会1こゆずりたい）

　　　219・5！　229・6　　0　この様にして実験詰架と比鮫したとき，この爽験に

　　　　，／画三咳2ド噛属’
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／一，1　　、1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用いた粒子の大きさ（掬0・05μ～5μ）程慶の髄囲内では

　　　　　　　　　　考察　　　　　以上の理論漏殖酬齢ものとみる。とが融る。
○爽騰腺㈱6図）にみられるよう1こf－Mの瞳臆　なお，上の埋論においては，
　　　　　　　　　ハ　　　　　　．／－、．4
上述の第4図のOP，　P9，ρRの3つの部分から成つ　　　　1）　昏粒子は綴押の直盾，液槽内で均一に分布してい

ていることがみられる。　（低しi漿験で｝愈粒度分帯の範囲　　　　　る。
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